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◆必要書類
　相談相談会には下記の書類をご持参ください。

〇り災証明書、被災証明書（発行を受けている人）

〇被害を受けた家屋、取得時期、取得価額、面積
の分かるもの（売買（工事請負）契約書、登記簿謄本（登
記事項証明書）、固定資産税課税明細書など）

〇被害を受けた家財・車両の取得時期、取得価額
の分かるもの（売買契約書、領収書など）

〇被害を受けた資産に対する修繕費、取壊し費用、
除去費用などが分かるもの（領収書、振込通知書など）

　令和６年能登半島地震で、住宅や家財などに被害を受けた人は、確定申告において所得税法（地方税法）に
定める雑損控除を適用し、所得税（住民税）が軽減される場合があります。令和６年分（５年分）の確定申告に
おいて、雑損控除の適用を受けていない人、すでに雑損控除の適用を受けた人で、令和７年中に災害に関連
した費用を新たに支出した人などを対象に、個別による雑損控除の計算書作成相談会を開催します。
　相談を希望する人は、事前に下記の予約専用ダイヤルへお申し込みください。

【令和６年能登半島地震】支援のご案内

支援事業名 担当課
被災者生活再建支援制度（全壊、大規模半壊、中規模半壊、半壊）

環境安全課　☎32-9321
志賀町住まい再建支援金

義援金の申請（県第一次～五次、町一次・二次配分） 会計課　☎32-9110

住宅の応急修理制度（全壊、大規模半壊、中規模半壊、半壊、準半壊） 住宅支援制度窓口（まち整備課内）
☎32-9211応急仮設住宅制度（建設型）

地域福祉推進支援臨時特例給付金 臨時特例給付コールセンター
☎ 076-225-1956

志賀町被災建物跡地防草対策助成金 総務課　☎32-9311

被災者支援窓口（平日：９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00）
【受付場所】　役場本庁舎 大会議室、富来支所 
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公費解体の進捗状況について（令和７年11月17日現在）　

申請棟数
着手
棟数

完了
棟数 公費解体 緊急解体 自費解体

4,935 4,888 4,706 4,311 ９ 386

申請に対
する割合 99.0％ 95.4％ 87.5％ 0.1％ 7.8％

被災建物の解体・撤去（公費解体）

【令和６年能登半島地震により被害を受けた人へ】雑損控除計算書作成個別相談会開催

◎公費解体完了に向けて　　　　　　　　　　　　   
◦自己都合（片付けや家財を置く場所を探している

など）により解体に着手できない場合は公費解体
の対象外となる場合があります。

◦解体業者から着工の連絡が入ったときは、解体業
者の日程調整にご協力をお願いします。

※災害ごみ富来野球場仮置場は11月29日㊏で一般受
入終了しました。

※公費解体の申請受付は終了しています。 問 環境安全課　☎32-9321　 （平日: ８:30 ～ 17:15 ）

開催日 場所 時間・定員

12 月 15 日㊊～ 17 日㊌
富来活性化
センター
中会議室

午前の部： 
  9:00 ～ 12:00
午後の部：
13:00 ～ 16:00

（各 20 人）12 月 22 日㊊～ 24 日㊌ 役場本庁舎
税務課窓口

問 税務課 住民税係　☎ 32-9142

◆予約専用ダイヤル　☎ 080-1332-0603
　　　（受付時間：8:30 ～ 16:00　㊏㊐㊗を除く）
　　　※当専用ダイヤルは、説明会最終日で閉鎖。

注）計算した損害金額以上に保険金や各種支援金を受け
取っている場合などは、雑損控除が適用されません
ので予めご了承ください。

〇被害を受けた資産について、保険金や補助金など
を受け取った場合（見込みを含む）、その金額が分
かるもの（支払通知書、通帳の写しなど）

〇令和６年分（５年分）の所得税の確定申告書、雑
損控除計算書の控え（すでに雑損控除を受けた人のみ）

◆その他
　相談会では雑損控除の基礎となる損害金額の計算

のみを行います。所得税または住民税の申告手続
きは、別途必要となりますので、ご了承ください。



広報しか
2025.12

7

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
短
歌
、
俳

句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
１
人
１
首
（
１
句
）
と
し
て
、
毎
月
25
日

ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
連
絡
先
必
須
）

■
宛
先
／
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２
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０
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志
賀
町
末
吉
千
古
１-
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志
賀
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
ま
で

問 生涯学習課　☎32-9350

エ
プ
ロ
ン
を
膝
元
に
お
く
夜
寒
か
な　

西
村　

博
子

立
ち
止
ま
り
気
付
か
さ
れ
た
る
金
木
犀　

土
田
エ
ミ
子

柿
を
く
い
星
空
向
か
い
ロ
ー
レ
ラ
イ　

山
守　

宏
子

バ
ッ
タ
さ
ん
大
根
の
葉
に
か
く
れ
ん
ぼ

　

あ
わ
て
て
に
げ
る
ジ
ャ
ン
プ
じ
ゃ
ん　

堀　

禮
子

夕
空
に
ド
ロ
ー
ン
と
花
火
共
演
し

　

明
日
へ
の
希
望
と
夢
を
運
び
ぬ　
　
　
　

智　

子

猛
暑
日
を
耐
え
て
終
り
し
稲
作
も

　

量
と
品
質
最
低
ラ
イ
ン
に　
　
　
　

 　
　

光　

雄

荒
れ
果
て
た
田
ん
ぼ
一
面
外
来
の

　

伸
び
ゆ
く
黄
花
尾
花
を
越
え
て　
　
　
　

志
津
江

な
お
続
く
被
災
地
域
の
解
体
が

　

読
経
流
る
る
空
屋
の
庭
を　
　
　
　

松
本
理
希
三

名
月
に
誕
生
祝
い
吾
ひ
と
り

　

外
食
友
と
胸
中
語
り
て　
　
　
　
　
　
　

代　

子

荒
畑
に
ほ
の
と
明
る
き
花
芙
蓉　
　
　

前
川
美
代
子

植
え
た
柿
け
も
の
群
に
取
ら
れ
け
り　

屋
敷　

香
陽

秋
晴
れ
や
竿
う
め
つ
く
す
洗
濯
物　
　

安
田
紀
美
恵

生
え
そ
う
な
松
茸
山
に
入
り
け
り　
　

髙
岩　
　

満

友
を
訪
う
足
に
絡
ま
る
草
紅
葉　
　
　

藤
川　

増
野

－ Lifelong Learning －　生涯学習だより

　

投投  

稿稿
　　
短
歌
、
俳
句

短
歌
、
俳
句

　
「
門
」
土
筆
の
会

「
門
」
土
筆
の
会

文

芸

教
室

「志賀町デッサン教室」開催 !

志賀高生がアゼルバイジャンを訪問！

　
11
月
８
日
㈯
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
で
「
志
賀
町

デ
ッ
サ
ン
教
室
」
を
開
催
し
、
町
内
中
学
生
６
人
と

高
校
生
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
に
同
大
学
と
結
ん
だ
連
携
協
定
に
基
づ

き
、
令
和
元
年
度
に
デ
ザ
イ
ン
教
室
を
開
催
し
、
そ

の
後
コ
ロ
ナ
禍
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
デ
ッ
サ
ン
教
室
を
、
２
回
開

催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
１
回
目
の
教
室
で
は
、「
石
膏
デ
ッ
サ
ン
｜
木
炭

で
描
く
｜
」
木
炭
で
の
石
膏
デ
ッ
サ
ン
を
と
お
し
て

美
術
の
基
礎
的
素
養
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
、「
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
大

学
を
見
学
で
き
て
良
か
っ
た
」、「
初
め
て
の
木
炭
で

描
く
石
膏
デ
ッ
サ
ン
に
少
し
不
安
も
あ
っ
た
け
ど
、

描
き
出
す
と
と
て
も
楽
し
く
て
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
だ
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。

　
次
回
２
回
目
の
教
室
は
、
12
月
６
日
㈯
に
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
を
体
験
し
ま
す
。

　
志
賀
町
と
友
好
都
市
で
あ
る
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
を
、
志
賀
高
の
生
徒

２
人
が
訪
問
し
ま
す
。
訪
問
期
間
は
12
月

15
日
㈪
か
ら
19
日
㈮
ま
で
で
、
同
校
２
年

生
の
中
谷
瑞
輝
さ
ん
と
東
凌
冴
さ
ん
が

参
加
し
ま
す
。

　
滞
在
中
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て

現
地
の
暮
ら
し
や
文
化
に
触
れ
る
ほ
か
、

交
流
の
あ
る
「
バ
ク
ー
世
界
学
校
」
を
訪

問
し
て
、
学
生
同
士
の
交
流
を
行
う
予
定

で
す
。

　
11
月
４
日
㈫
、
２
人
は
稲
岡
町
長
を
訪

ね
、
訪
問
へ
の
意
気
込
み
を
伝
え
ま
し

た
。
国
際
交
流
部
に
所
属
す
る
中
谷
さ
ん

は
「
現
地
で
文
化
の
違
い
を
学
び
た
い
」

と
話
し
、
東
さ
ん
は
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　令和８年『志賀町二十歳のつどい』の案内を、11 月初めに、対象者へ送付しました。
　住所地にも実家にも届いていない場合は、お手数でも生涯学習課まで連絡してください。
　また、志賀・富来の両地域で、「二十歳のつどい実行委員」企画による「ふるさと同窓会」も開催します。
　案内を同封しましたので確認してください。

（前列）参加した中高生　（後列）美大の先生とアシスタントの美大生

（左から）青木校長、中谷さん、稲岡町長、東さん、礪波教諭（引率）

二十歳のつどい案内状を送付しました



第21回 志賀町文化祭 を
開催しました

　
昭
和
48
年
４
月
に
消
防
士
と
し
て
採

用
さ
れ
て
以
来
、
42
年
間
に
わ
た
り
地

域
の
防
災
・
防
火
体
制
の
充
実
に
尽
力

し
ま
し
た
。
消
防
団
と
の
連
携
調
整
や

指
導
、
救
助
訓
練
の
充
実
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
普
及
推
進
、
防
火
講
習
会

の
実
施
な
ど
を
通
じ
、
防
火
・
防
災
意

識
の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
心
に
残
る
活
動
と
し
て
、
初
出
動
と

な
っ
た
高
浜
町
商
業
施
設
の
大
規
模
火

災
へ
の
対
応
や
、
ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流

出
事
故
で
は
奥
能
登
ま
で
重
油
の
漂
着

状
況
を
確
認
に
赴
い
た
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
ぬ

よ
う
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
精
進

し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

野村 時夫 (71歳) 大 島　　　元羽咋郡市広域圏
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　事務組合消防司令長

第45回 
危険業務従事者

叙 勲

志賀町・志賀町教育委員会主催

　
11
月
１
日
㈯
か
ら
３
日
㈪
の
３
日
間
、
富

来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
富
来
支
所
２
階
で
志

賀
町
・
志
賀
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
第

21
回
志
賀
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
か
ら
は
文
化
協
会
展
示
部
会
に
よ
る

各
種
の
展
示
が
行
わ
れ
、
３
日
に
は
式
典
、

志
賀
町
合
併
20
周
年
記
念
出
演
、
芸
能
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
の
日
式
典
で
は
、
町
功
労
者
の
４
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
出
演
と

し
て『
浪
曲
師　
三
代
目
春
日
井
梅
鶯
氏（
鹿

頭
出
身)

』、『
吉
野
ま
さ
き
氏
（
三
味
線
）』、

【志賀町文化協会合併 20 周年記念特別功労賞表彰者】

『
桜
仁
会（
太
鼓
）』に
よ
る
浪
曲・歌
謡
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
客
は
、
軽

快
で
あ
り
な
が
ら
深
み
あ
る
口
演
に
魅
了
さ

れ
、会
場
は
終
始
笑
み
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
志
賀
町
文
化
協
会
合
併
20
周

年
記
念
式
典
で
は
、
４
人
が
特
別
功
労
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
文
化
協
会
芸
能
部
会
に
よ
る
芸

能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
詩
吟
や
木
遣
唄
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
に
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。須磨　武子

（大正琴愛好会）
須磨伊佐男
（絵画好会）

安江　眞博
（富来郷土史研究会）

大島　友子
（志賀町華道協会）
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